
母校への恩返し
　20 年続くボランティア
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新型コロナウイルス感染症の対策を 
心掛けましょう

　感染防止の３つの基本
　①身体的距離の確保
　②マスクの着用
　③手洗い
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吾平町建設防災協力会
　地元貢献の一環として、風水害等の発生時に行政と連携して早急な災害復旧支援やボランティア

活動を行う吾平町建設防災協力会。現在は同協力会に18社が加盟しており、防災以外のボランティ

ア活動として、毎年吾平町内の小中学校で奉仕作業を行っています。人口が減り、学校の PTA に

も活動の限界があるということで学校から頼まれたことが活動を始めたきっかけ。それから約 20年

にわたり、重機や専門の機材等を使い校庭にある老木の撤去や高木の枝のせん定などを行ってい

ます。同協力会の金
かな

沢
ざわ

隆
たか
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会長は「自分たちが読み書きを習った母校のためにという気持ちで行っ

ている。長年続けてきたことを途絶えさせないようにしたい」と今後に向けて思いを語りました。

昨年 12 月には３つの小学校でボランティア活
動を行い、下名小学校ではおよそ 6社 10 人が
高木の枝の伐採作業を行いました。
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おしごとの時間輝け！輝け！ジュウダイジュウダイ

市民のひろば

鹿屋駅と鹿屋行きマルス券
　現在JRグループで発券されている青緑色の切符を「マルス券」
といいます。鹿屋駅は昭和62年で閉鎖したため、幻の鹿屋駅発
行マルス券をイメージして作成しました。今号の特集は「かの
やに決めた！！」。人生の様々なシチュエーションで鹿屋市を選
んだ人たちは、どんな想いを抱いて鹿屋に来たのでしょうか。

今月のカバー
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